
昭
和

第
ー-

五
十

ー____.・ 一一畠

回
-・ー..... ・‘

年

館
_L 

山
ノ、

月

事
招
集

之Z込~ 

定

館 例~ 高
山 ~ 

市
議

議
録第
一一ー晶

会 号





目

次

臼

時

一一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一

出場

所

議

席

欠

席

議

出

席

説

明

員

出
席
事
務
局
職
員

議

事

員員程
;

開

会

-

議

長

の

報

告

議

案

の

配

付

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
:
司

会

期

の

決

定

提
案
理
由
の
説
明

報
管
第
一
号

J
報
告
第
三
号
、
議
案
第
四
+
一
二
号

t
議
案
第
五
十
一
号

(
内
容
説
明
)

休

会

:

延

会

・

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件
:

一
六
一
六

臼

六五

J 

一
、
昭
和
五
+
ニ
匁
六
月
+
三
日
(
月
曜
日
)
午
前
十
時

一
、
館
山
市
役
所
議
場

一
、
出
席
議
員
一
一
一
+
名

一
番

，

E
番
五
番
七
番
九
番

一
一
番

一
三
番

一
五
番

一
七
番

一
九
番

・

二
一
番

二

三

番

菊

二

五

番

伊

二

七

番

遠

二

九

番

望

二

欠

席

議

員

念

し

一
、
出
席
説
明
員

市

長

半

海

収

入

役

長

谷

川

人

事

課

長

太

財

政

課

長

税

務

謀

長

波石辻林近鈴本黒宍吉田
山斉

回戸木間 j藤田辺井井中賀は1月

勇
治
郎

平寿

治夫

昭

稔二

好

朗博郎夫敏実豊雄

武敏禄昭多ヨ
ネ
子正

照
良

回

俊博広

国藤

武

。八六四二。八六四二。八六回二
番番番有害番番番番番番番番番番番

康雄治一

助

役

市
長
公
室
長

男

鈴押伊松流五和渡安石栗

+ 
村嵐

藤西石止t高

元藤木下山辺西井原回国井百島倉野同山

幸
太
郎稔義

正正

己

源
次
郎

一

雄

輝

久
益

男

軍
治
郎

-1---

昇郎

真

次

益

治康正

憲澄茂

男樹治

T者

男一

隆



鳩
山
荘
支
配
人

称
事
事
暇

墜
閥
幹
誠
一
蛤

緋
酔
伊
耕
一
強

諜
長
験

一
、
出
席
事
務
局
職
員

事

務

局

長

古
川
ア
葡
学
課
長

保

健

課

長

建

設

課

長

書

中士口大飯飯汐石 j高兵

岡村国自崎嶋原名尾藤

正政治忠、政重恭

雄雄

農
水
産
課
長

衛

生

課

長

社
ゐ
萌
勢
課
長

持
祉
事
費
所
長

男男斉備光義

i書;
徹一豊

書

書

庄

一
、
議
事
日
程
(
第
一
号
)

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
一
二
日
午
前
十
時
開
議

日
程
第
一
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

日
程
第
二
会
期
の
決
定

¥

報

告

第

一

号

報報

司
告4当ニ

'" 
第
二
号

第
=
一
号

議
案
第
四
十
コ
一
号

議
案
第
四
十
四
号

書

戸
U
ヨ-ロ

石佐

井野

甲
子

功保作夫ー謀郎

11' 

口

機黒安越

絡

良

間

豊

溝川

郊

鈴石

木 1本

敏

雄哲夫

祷

自

英

館
山
南
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
継
続

費
繰
越
計
算
書
に
つ

w
て

財
団
法
人
鰭
山
市
開
発
公
社
の
経
営
状
況
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明
書
の
提
出
に
つ

ω
て

財
団
法
人
館
山
市
環
境
保
全
公
社
の
経
営

状
況
説
明
書
の
提
出
に
つ

w
て

館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
令
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
承
認

K
つ
円
て

館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
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案
第
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十
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議
案
第
五
+
一
号

開

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

凶
て
昭
和
五
十
一
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
(
第
四
号
)
の
専
決
処
分
の
承
認
K

つ
凶
て

館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ

w
て

非
常
勤
の
特
別
職
の
械
員
に
係
る
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
日
て

館
山
背
教
育
長
の
諸
給
与
及
び
勤
務
条
件

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ

w
て

館
山
市
学
校
安
全
共
済
掛
金
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
陀
つ
円
て

銀
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
机
て

館
山
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報

償
金
の
支
給

K
関
す
る
条
例
等
を
廃
止
す

る
条
例
の
制
定
K
つ
凶
て

一?ー

会

午
前
十
時
十
三
分
開
会

O
議
長
会
口
田
勇
治
郎
君
)
本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
九
名
、
と
れ
よ
h
y
昭

和
五
十
二
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会
を
開
会
し
、
直
ち
に
本
臼
の
会
議
を
開



;.-

き
ま
す
。

議

長

の

報

告

O
議
長
会
ロ
田
勇
治
郎
君
〉
と
の
際
hw
諮
り
円
た
し
ま
す
。

季
節
も
追
々
炎
暑
の
侯
と
き
り
ま
す
の
で
、
当
分
の
間
略
衣
に
よ

-D
会
議

を
行

w
た
仰
と
思
凶
を
す
。
と
れ
に
御
異
議
あ
り
を
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
鶏
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
謬
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
し
を
し

た。
本
定
例
会
議
案
審
議
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ

る
出
席
要
求
に
対
し
、
が
手
も
と
に
配
付
の
と
訟
り
'出
席
報
告
が
ど
ざ
山
引
受

し
た
の
で
御
了
承
願
円
ま
す
。

を
な
、
監
査
委
員
よ
り
三
月
念
凶
し
五
月
実
施
の
監
査
の
結
果
が
報
告
さ

れ
て
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
か
手
も
と
に
配
付
の
印
刷
書
に
よ
り
御
了
承
願

一
を
す
。

議

記

付

案

の

。
講
長
会
口
田
勇
治
郎
君
)
一
持
出
僚
を
配
付
円
た
さ
せ
ま
す
。

議
府
案
の
配
付
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。
1
0
1
1
配
付
漏
れ
念
し
と
認
め
ま
す
。

本
日
の
議
事
は
な
手
も
と
に
配
付
の
日
程
表
に
よ

b
行

w
ま
す
。

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

日
程
第
一
、
丘
町
一
議
録
署
名
議
員

C
指
名
を
行
い

0 
1主謬
ヨナ長
番。(

議吉
長田
宍勇
戸治
寿郎
夫君
君)

Cコ
番
務
員
l上I
口

康
君
、
4
以
上
向
君
を
指
名

円
た
し
ま
す
。会

期

。
決

定

0
・
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
臼
穏
第
二
、
会
期
の
決
定
を
行
凹
ま
す
。

本
定
例
会
の
会
期
に
つ
き
議
会
運
営
協
議
会
の
意
見
は
、
本
六
月
十
三
日

か
ら
六
月
二
+
日
ま
で
の
八
日
間
と

w
う
と
と
で
あ
わ
一ま
す
。

hv
諮

b
w
た
し
ま
す
。
会
期
を
八
日
間
と
定
め
ま
す
と
と
に
御
異
議
ど
ざ

凹
ま
せ
ん
か
。(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
期
は
六

月
+
一
一
一
日
か
ら
六
月
二
+
日
ま
で
の
八
日
間
と
決
定
加
た
し
ま
し
た
。

提

握

理

由

。

説

明
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ハソ議
長
会
口
田
勇
治
郎
君
)

ζ

の
際
本
定
例
会
招
集

K
っ
き
市
長
の
あ
い
さ

つ
並
び
K
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す

ハ
所
長
半
割
問
良
一
一
若
登
壇
)

の
市
長
(
半
海
良
一
君
)
本
日
ζ
ζ

に
第
二
田
市
議
会
定
例
会
を
招
集
し
、

当
商
す
る
諸
案
件
に
つ
出
て
御
審
議
を
が
願
目
す
る
と
と

κ
wた
し
ま
し
た
O

そ
の
前

κ
一
言
hv
祝
悼
の
一
言
葉
を
申
し
上
げ
た
日
と
存
じ
ま
す
。

と
の
た
び
山
口
議
員
一
さ
ん
が
、
多
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
功
労
に
尽
力
さ

れ
、
栄
え
て
勲
五
等
双
光
旭
日
章
の
叙
勲
に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
吉
田

議
員
電
ん
、
伊
賀
諮
問
貝
さ
ん
、
藤
田
議
員
さ
ん
、
五
十
嵐
議
員
さ
ん
、
石
井

正
誘
員
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
関
東
市
議
会
議
長
会

か
ら
永
年
勤
続
の
表
彰
の
光
栄
に
浴
し
、
さ
ら
に
吉
田
議
員
さ
ん
に
は
、
千

葉
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
永
住
勤
続
の
表
彰
の
光
栄
に
俗
ざ
れ

空
し
況
に
e
f
l



は
、
重
ね
重
ね
御
同
慶
に
た
え
主
せ
ん
。
と
と
K

B
ど
ろ
の
御
尽
力
に
対
し

感
謝
円
た
し
を
す
と
と
も
K
、
心
か
ら
な
祝
怖
を
申
し
上
げ
、
今
後
と
も
市

政
進
展
の
た
め
御
支
援
、
御
協
力
賜

h
ま
す
よ
う
念
願
加
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
臼
上
程
山
れ
た
し
ま
す
案
件
は
、
報
告
関
係
三
件
、
一
般
議
案
関

係
九
件
で
ど
ざ
凹
ま
す
。
以
下
そ
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
加
た
し
ま

す。
ま
ず
、
報
告
第
一
号
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
継
続
費
繰
越
計

算
書

κ
つ

w
て
で
あ
り
ま
す
が
、
と
れ
は
作
名
ダ
ム
建
設

K
か
か
わ
る
水
道

拡
張
事
業
の
継
続
費
に
つ
円
て
、
五
十
一
年
度
支
出
予
定
額
の
A

っ
ち
当
該
年

度
内
に
支
払
凶
義
務
が
生
じ
念
か
っ
た
も
の
を
と
れ
を
繰

b
越
し
て
使
用
す

る
た
め
、
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。次

κ、
報
告
第
二
号
及
び
第
一
一
一
号
に
か
か
る
財
団
法
人
館
山
市
開
発
公
社

及
び
館
山
前
環
境
保
全
公
社
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出
に
つ

w
て
で
あ
り

ま
す
が
、
と
れ
は
館
山
市
が
両
公
社

K
対
し
て
出
資
と
損
失
補
償
を
し
て
仰

る
関
係
か
ら
、
地
方
自
治
法
の
規
定

κ
よ
り
そ
の
経
営
の
状
況
を
説
明
す
る

書
類
を
議
会
に
提
出
す
る
も
の
で
あ
ふ
り
ま
す
。

次

κ、
議
案
第
四
十
三
号
館
山
市
宵
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
の
承
認
に
つ

w
て
及
び
議
案
第
四
+
四
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
令
改
正
す
る
条
例
。
専
決
処
分
。
承
認

κ
つ

w
て
で
あ
り
ま

す
が
、
と
れ
ば
住
民
負
担
の
軽
減
及
び
徴
税
負
担
の
適
正
化
と
徴
税
源
の
充

実
を
図
る
見
地
か
ら
、
去
る
三
月
一
二
十
一
日
法
律
第
六
号
を
も
っ
て
地
方
税

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
施
行
さ
れ
る
と
と
に
念
9

た
樋
係

か
ら
、
急
逮
市
税
条
例
及
び
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

w
て
そ
れ
ぞ
れ

所
要
の
改
正
売
す
る
必
要
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
急
施
を
要
す
る

た
め
専
決
処
分
を

w
た
し
、
と
の
承
認
を
求
ゆ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
市
民
税
関
係
の
一
部
改
正
と
し
て
所
得
控
除
の
引
き
上
げ
の
た
め

に
非
課
税
に
関
す
る
も
の
で
障
害
者
等
の
非
課
税
限
度
額
。
引
き
上
げ
、
低

所
得
者
層
の
均
等
割
り
を
所
得

K
応
じ
て
限
度
額
を
拡
大
し
て
住
民
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
と
と
も
に
、
徴
税
負
担
の
適
正
化
、
徴
税
源
の
充
実
を
図

る
見
地
か
ら
法
人
市
民
税
の
均
等
割
り
税
率
の
改
正
、
軽
自
動
車
税
の
賦
謀

徴
収
方
法
の
合
理
化
、
入
湯
税
税
率
等
の
改
正
が
主
念
も
の
で
あ
り
ま
ず
。

を
た
、
国
保
税
条
例
の
改
正
に
つ

w
て
も
、
現
行
国
保
制
度
の
中
で
帆
わ

ゆ
る
擬
制
世
帯
に
対
す
る
謀
税
制
度
の
改
正
の
ほ
か
、
議
税
最
高
限
度
額
を

引
き
上
げ
る
改
正
が
主
な
る
も
の
で
あ
h
-ま
す
。

次

κ、
議
案
第
四
+
五
号
昭
和
五
十
一
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

第
四
号
の
専
決
処
分
の
承
認

κ
つ

w
て
で
あ

b
ま
ナ
が
、
と
れ
は
第
二
中
学

校
改
築
債
等
の
増
額
決
定
に
伴
っ
て
と
れ
が
限
度
額
等
の
変
更
を
求
め
、
合

わ
せ
て
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
を
急
逮
行
う
必
要
が
生
じ
ま
し
た
の
で
専
決

処
分
を
伯
た
し
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次

κ、
議
案
第
四
+
ム
ハ
号
館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
加
て
、
議
案
第
四
十

七
号
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
に
係
る
報
酬
及
び
費
用
弁
償

κ倒
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

w
て
、
議
案
第
四
十
八
号
館
山
市
教

育
長
の
諸
給
与
及
び
勤
務
条
件
等
に
濁
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
円
て
で
あ
り
ま
ナ
が
、
過
般
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に

骨
格
づ
き
四
+
九
年
来
据
え
置
い
た
常
勤
及
び
非
常
勤
特
別
職
等
の
報
酬
及
び

給
与
等

K
つ

w
て
諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
て
と
れ
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
h
を
す
。

次

κ、
議
案
第
四
十
九
号
館
山
市
学
校
安
全
共
済
掛
金
徴
収
条
例
の
一
部

一一←ーーーーー一一一_----"
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を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

w
て
で
あ
り
ま
す
が
、
学
校
管
理
下
に
な
け

る
児
童
、
生
徒
の
負
傷
等
に
必
要
念
給
付
を
行
い
、
学
校
安
全
の
普
及
、
充

実
を
図
る
た
め
、
日
本
学
校
安
全
会
法
の
料
金
改
定
K
伴

w
災
害
共
済
給
付

契
約
に
係
る
児
童
、
生
徒
の
保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
掛
金
を
九
十
円
か
ら
百

五
十
円
に
値
上
げ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
ナ
。

次
K
、
議
案
第
五
+
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ

w
て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
三
月
定
例
議
会
の
当
初
予

算
に
な
き
ま
し
て
、
国
保
税
は
0

・
七
労
程
度
の
上
昇
を
見
込
ん
で
い
る
と

と
を
御
説
明

w
た
し
、
本
算
定
時
点
で
さ
ら

K
そ
の
範
囲
内
に
と
ど
め
'
た
円

と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
先
般
過
年
度
会
計
の
収
支
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
相

当
額
の
繰
り
越
し
も
出
て
な

b
ま
す
の
で
、
一
応
本
年
+
月
ど
ろ
医
療
費
の

ア
ッ
プ
が
予
想
さ
れ
て
な
り
ま
す
が
、
本
来
目
的
税
で
あ
り
ま
す
の
で
、
と

の
相
当
相
畑
を
減
税
に
充
て
よ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
本
年
度
の
国
保
税
の
課

税
総
額
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
課
税
は
前
年

対
比
0

・
5
d
F
K
押
さ
え
る
と
と
が
で
き
ま
し
た
υ

し
た
が
円
ま
し
て
調
定

見
込
み
衡
に
対
応
す
る
薬
分
率
の
改
定
、
低
所
得
者
の
軽
減
措
置
等
本
条
例

の
一
部
改
正
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
議
案
第
五
十
一
号
舘
山
市
非
常
勤
消
防
団
員
陀
係
る
退
職
報
償
金

の
支
給
に
関
す
る
条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
托
つ
円
て
で
あ
り
ま
す

が
、
と
れ
ば
県
下
市
長
会
に

-
p
w
て
か
ね
て
要
望
さ
れ
て
か
り
ま
し
た
消
防

団
員
に
対
す
る
賞
じ
ゅ
つ
金
、
公
務
災
害
補
償
及
び
退
職
報
償
金
に
関
す
る

事
務
の
共
同
処
理
が
本
年
四
月
一
日
か
ら
正
式
に
総
合
事
務
組
合

κな
い
で

行
わ
れ
る
と
と
と
を
つ
た
関
係
か
ら
、
関
連
三
条
例
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る

/ 

も
の
で
あ

b
ま
す
。

以
上
、
上
程
議
案
に
関
し
簡
略
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
御
説
明
申
し
上
げ
ま

し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
各
関
係
謀
長
を
し
て
説
明
さ
せ
ま
す
の
で
‘

何
と
ぞ
慎
重
な
る
御
審
議
を
賜

b
ま
す
よ
う
な
願
加
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
、
御
説
明
を
終
り
を
す
。

内
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
以
上
で
市
長
の
あ
刊
さ
つ
並
び
に
説
明
を
終

b

設
す
。

議

案

心

よ

程

。
議
長
会
口
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
一
ニ
、
報
告
第
一
号
念
刊
し
報
告
第
三
号
、
議
案
第

四
十
一
ニ
号
念
加
し
議
案
第
宜
十
一
号
を
一
括
し
て
議
題
と

w
た
し
ま
す
。

議

案

の

内

容

説

明

ハ
リ
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
訟
諮

-
p
w
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
議
題
と
な

b
ま
し
た
各
案
件
は
、
本
日
は
と
れ
が
内
容
説
明
の

み
と

w
た
し
た
日
と
思
刊
を
す
。
と
れ
に
御
異
議
あ
却
ま
せ
ん
か
。

(
「
卑
州
通
市
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
ハ
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
し
ま
し

た。

~-5-

と
の
際
hv
諮
h
y
w

た
し
ま
す
。
た
だ
円
ま
議
題
と
念
り
ま
し
た
各
案
件
は

朗
読
を
省
略
し
て
直
ち
に
と
れ
が
内
容
説
明
を
求
め
た
仰
と
思
い
ま
す
。

ζ

れ
に
御
異
議
あ
れ
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
し
ま
し

た。
と
れ
よ
り
順
次
説
明
を
求
め
ま
す
。

報
告
第
一
号
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
継
続
費
繰
越
計
円
十
三



に
つ
日
て

〈
水
道
謀
長
大
嶋
重
義
君
登
壇
)

。
水
道
課
長
(
大
嶋
重
義
君
〉
報
告
第
一
号
館
山
前
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
継
続
費
繰
越
計
算
書
陀
つ

w
て
‘
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

一
枚
め
く
っ
て

w
た
だ
き
ま
す
。

ζ

と
に
継
続
費
の
繰
越
計
算
書
を
掲
げ

て
ご
ざ

w
ま
す
の
で
、
御
覧
山
山
た
だ
き
た
仰
と
思
引
き
す
。

本
市
は
現
在
作
名
ダ
ム
建
設
を
中
心
と
す
る
水
道
拡
張
事
業
を
行
つ
て
な

b
ま
す
が
、
と
の
事
業
は
四
十
九
年
度
か
ら
五
十
二
年
度
ま
で
四
カ
年
の
継

続
費
を
設
定
し
て
む
り
ま
し
て
、
そ
の
総
額
は
二
+
七
億
四
千
七
百
二
十
万

八
手
円
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
五
十
一
年
度
継
続
貨
の
予
算
現
額
は
前
年

度
か
ら
の
繰
越
額
を
合
わ
せ
ま
し
て
八
億
三
平
百
五
十
七
万
三
平
百
九
十
一

円
で
あ
り
ま
す
が
、
と
の
年
度
中

κ支
払
日
義
務
が
発
生
し
た
も
の
は
八
億

二
平
八
百
八
十
一
万
七
手
四
百
二
十
八
円
で
あ
り
ま
し
て
、
差
し
引
き
二
百

七
+
五
万
五
平
七
百
六
十
三
円
の
残
額
が
生
じ
ま
し
た
の
で
、
と
れ
を
，五
十

二
位
度
に
逓
次
繰
り
越
し
し
て
事
業
を
行
一
山
花

w
と
す
る
も
の
で
あ
に
り
ま
す
。

と
の
桟
相
慣
を
生
じ
・
ま
し
た
理
由
は
、
工
事
請
負
費
の
入
札
残
等
に
よ
る
も

の
で
ご
ざ
い
会
す
。

を
な
、
と
の
継
続
事
業
は
五
十
二
年
度
を
も
ち
ま
し
て
完
了
す
る
予
定
で

ご
ざ

w
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
な
願
山
円
た
し
た
刊
と
思

w
ま
す
。

財
団
法
人
館
山
而
開
発
公
社
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出

報
告
第
二
号

に
つ
円
て

(
市
長
公
室
長
小
倉
澄
男
君
登
壇
)

の
前
長
公
室
長
(
小
倉
ぜ
男
君
)
報
告
第
二
号
の
財
団
法
人
館
山
南
開
発
公
社
の

経
党
状
況
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
報
告
書
を
問

w
て
?
た
だ
き
た
悼
と
存
じ
ま
す
。
昭
和
五
十
一
年
度

の
事
業
報
告
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
加
え
し
ま
す
、

次
ペ

i
ジ
に
白
次
に
ご
ざ
円
ま
す
と
h
v
b
+
二
期
の
事
業
会
計
損
益
計
算

書
、
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
、
事
業
会
計
利
益
金
計
算
書
、
事
業
会
計
利

益
金
処
分
計
算
書
が
記
載
さ
れ
て
b
b
ま
す
じ
概
略
を
御
説
明
さ
し
て

w
た

だ
き
ま
す
。

当
初
の
五
十
一
年
度
の
事
業
報
告
書
に
亡
ざ
い
き
す
よ
う

κ、
五
十
一
年

度
の
事
業
と

w
た
し
ま
し
て
は
、
主
念
事
業
と
凶
た
し
を
し
て
市
民
セ
ン
タ

ー
の
冷
房
設
備
工
事
、
そ
れ
か
ら
分
譲
事
業
と

w
た
し
・
ま
し
て
美
野
輪
用
地

と
館
山
蕃
察
署
用
地
の
処
分
が
主
念
も
の
で
ど
ざ
円
ま
し
た
。
そ
の
結
果
当

期
の
利
裁
金
と
し
て
、
決
損
で
ご
ざ

w
ま
す
が
、
千
三
十
四
万
一
手
八
百
六

十
二
円
の
損
失
が
当
期
と
し
て
は
出
た
と

w
う
と
と
で
ご
ざ
仰
を
ナ
。

続
き
ま
し
て
損
益
計
算
委
で
ど
ざ
円
ま
す
が
、
売
h
y
上
げ
総
額
ボ
一
億
五

百
十
一
万
二
千
二
百
八
十
七
円
で
ど
ざ
凹
ま
し
て
、
ぞ
れ
に
対
し
ま
す
完
b

上
げ
原
価
が
七
千
八
+
一
万
二
平
三
百
十
六
円
で
、
売
h
y
上
げ
総
利
益
と

w

た
し
ま
し
て
、
三
千
四
百
二
+
九
万
九
手
九
百
七
十
一
円
が
売
り
上
げ
総
刺

栓
と
相
を
b
ま
し
た
。
ヂ
れ
K
対
し
ま
し
て
営
業
費
用
を
差
し
引
き
空
し
て
、

営
業
利
益
と
凶
た
し
き
し
て
ニ
ヰ
七
百
三
十
八
万
六
千
一
一
一
百
二
十
九
円
ー
さ
ら
に

営
業
外
収
益
の
八
十
六
万
九
千
八
十
一
円
並
び
に
営
業
外
費
用
と
日
た
し
ま

し
て
三
千
九
百
五
+
五
万
二
千
八
百
五
円
を
差
し
引
き
ま
し
て
営
業
績
失
と

円
た
し
ま
し
て
千
百
二
十
九
万
七
千
三
百
九
十
五
円
の
と
の
段
階
k
b
き
4ふ

し
て
赤
が
出
た
わ
け
で
ど
ざ
円
ま
ず
。
そ
れ
か
ら
そ
の
ほ
か
陀
特
別
利
益
、

特
別
揖
失
を
盛
除

w
た
し
ま
し
て
、
当
期
の
純
損
失
と

w
た
し
ま
し
て
一
千

三
十
四
万
一
千
八
百
六
十
二
円
り
純
損
失
と

w
う
こ
と
に
相
在
り
ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
、
四
ペ
ー
ジ
貸
借
対
照
表
で
ご
ざ
仰
を
す
が
、
資
産
の
訴
の

合
計
と

w
え
し
ま
し
て
流
動
資
産
合
計
で
十
二
億
二
千
八
百
二
十
二
万
三
千

ーもー



三
百
九
+
八
円
、
固
定
資
産
合
計
と
し
ま
し
て
七
十
七
万
二
平
一
二
百
五
円
で

資
産
合
計
十
二
億
二
平
八
百
九
十
九
万
五
平
七
百
三
円
で
ど
ざ
凹
ま
す
@
負

債
の
部
の
合
計
と
い
た
し
ま
し
て
負
債
合
計
十
二
億
一
千
百
四
+
九
万
一
千

五
百
五
+
八
円
、
資
本
合
計
が
平
七
百
五
+
万
四
千
百
四
十
五
円
の
、
合
計

と
し
き
し
て
十
二
億
二
平
八
百
九
十
九
万
五
千
七
百
一
一
一
円
と
松
左
っ
た
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
財
産
目
録
で
ど
ざ

w
ま
す
が
、
資
産
の
部
合
計
十
二
億
三

手
八
百
九
十
六
万
七
平
六
百
五
+
八
円
、
負
債
の
部
と

w
た
し
ま
し
て
+
二

億
二
平
百
四
十
六
万
三
千
五
百
+
コ
一
円
で
、
正
味
財
産
と

w
た
し
ま
し
て
千

七
一
問
五
十
万
四
千
百
四
十
五
円
で
ど
ざ
凹
ま
す
。

ヂ
の
結
果
、
当
期
末
の
処
分
利
益
剰
余
金
と
加
え
し
を
し
て
、
前
期
ま
で

の
四
月
越
剰
余
金
が
二
平
六
百
八
十
四
万
六
平
七
円
で
ど
ぎ
別
言
す
の
で
、
当

期
の
純
損
失
を
差
し
引
き
ま
し
て
剰
余
金
と
刊
だ
し
を
し
て
平
六
百
五
+
万

四
千
百
四
十
五
円
の
剰
余
金
が
出
た
と

w
う
と
と
で
、
と
れ
を
次
期
繰
越
剰

余
金
と
凶
た
し
て
収
支
決
算
を
し
た
次
第
で
ご
ざ

w
ま
す
。

以
上
、
簡
単
に
御
報
告
・
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
経
過
で
ど
ぎ
凹
ま
し
て
、

手
れ
か
ら
、
関
連
と
加
え
し
き
し
て
付
属
害
類
を
支
払
円
利
息
の
明
細
、
住

宅
団
地
補
修
工
事
引
当
金
の
明
細
、
並
び
に
五
十
二
年
度
の
事
業
計
画
、
並

び
に
資
金
計
商
を
添
付
加
た
し
て
ど
ざ

w
ま
?
の
で
、
参
考

K
W
た
し
て
円

た
だ
き
た
加
と
思
仰
を
す
。

念
-b
、
付
け
加
え
さ
し
て

w
た
だ
き
ま
す
と
、
結
果
と

w
た
し
会
し
て
六

月
一
日
現
在
で
は
市
の
ほ
句
か
ら
の
売
掛
金
が
、
舗
装
分
と
出
央
公
関
分
を

除
き
ま
し
て
ほ
と
ん
ど
の
額
が
入
っ
て
ま

w
り
ま
し
た
の
で
、
公
社
と

w
た

し
ま
し
て
は
借
入
金
を
返
済
円
た
し
ま
し
た
結
果
、
現
在
の
借
入
金
と

w
た

し
ま
し
て
総
額
で
六
千
万
の
借
入
金
陀
念
っ
た
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
仰
を
す
。

、， 

以
上
、
簡
単
で
ご
ざ
円
ま
す
が
、
説
明
を
終
h
y
ま
す
。

報
告
情
的
主
号
財
団
法
人
館
山
前
環
境
保
全
公
社
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出
陀
つ

w
て

(
衛
生
謀
長
石
井
謀
君
登
壇
)

O
衛
生
課
長
(
石
井
謀
君
〉
財
団
法
人
館
山
市
環
境
保
全
公
社
の
経
営
状

況
の
説
明
を
南
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
最
初
の
事
業
の
概
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
報
告
書
に
よ
っ
て
御
了

承
を
円
た
だ
き
た
仰
と
思
仰
を
す
。

二
ペ
ー
ジ
の
損
益
計
算
書
の
主
左
内
容
に
つ

w
て
申
し
上
げ
を
・
す
。

ー
の
事
業
収
入
と
円
た
し
ま
し
て
八
千
九
百
六
十
一
万
五
千
三
百
七
十
八

円
は
、
し
尿
収
集
手
数
料
一
カ
年
分
の
調
定
額
で
ど
ざ

w
ま
す
。

E
の
事
業
費
用
と
い
た
し
4
仇
し
て
給
与
費
六
千
四
百
六
十
九
万
六
千
四
百

二
十
円
は
、
事
務
職
員
三
、
現
業
職
員
二
+
二
、
計
二
十
五
名
、
事
業
収
入

に
対
す
る
人
件
費
率
は
六
九
・
五
係
。

経
費
三
千
八
+
五
万
八
千
八
百
六
+
二
円
、

ζ

の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

七
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
な
示
し
し
て
ご
ざ

w
ま
す
の
で
、
御
宮
丸
山
U

た
だ
き
た
刊

と
思
凶
ま
す
。

次
に
、
減
価
償
却
費
七
百
五
+
二
万
四
千
七
百
二
+
円
は
、
単
両
十
二
台

従
業
員
詰
め
所
に
対
し
、
大
蔵
省
令
に
基
づ
き
ま
し
て
定
率
法
に
よ
っ
て
算

定
し
た
額
で
あ

D
ま
す
。

E
の
事
業
外
収
桂
と
い
た
し
ま
し
て
、
受
取
利
息
二
+
万
三
千
九
百
十
五

円
は
定
期
延
び
に
普
通
預
金
の
利
息
分
で
ど
ざ
悼
す
す
。

雑
収
入
五
十
万
八
千
三
百
八
十
四
円
は
、
交
通
事
故

κ
よ
る
補
償
資
及
び

医
療
費
の
立
て
か
え
分
の
還
付
と
、
私
用
電
話
の
使
用
料
で
ご
ざ
凹
ま
す
。

と
れ
を
合
わ
せ
た
額
で
ど
ざ

w
ま
す
。
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N
の
事
業
外
費
用
と

w
た
し
を
し
て
、
支
払
利
息
四
百
四
十
二
万
五
平
八

百
五
+
七
円
は
、
借
入
金
五
平
八
百
万
円
K
対
す
る
利
息
を
計
上
し
て
ど
ざ

w
ま
す
。

貸
倒
引
当
金
繰
入
額
二
+
八
万
五
千
六
百
+
二
円
、
と
れ
は
法
人
税
法
K

よ
り
ま
し
て
未
収
金
の
平
分
の
+
こ
の
衝
を
計
上
し
て
ど
ざ
い
ま
す
。

退
職
給
与
引
当
金
繰
入
額
の
百
八
十
八
万
六
千
四
百
円
、
と
れ
は
同
法
に

よ
っ
て
算
定
し
た
額
で
ど
ざ

w
ま
す
。

有
価
証
券
売
却
損
七
乎
八
百
円
、
と
れ
は
電
話
証
券
+
二
万
円
を
+
一
万

二
手
二
百
円
で
売
却
し
た
も
の
で
ど
ざ
円
ま
す
。

そ
の
他
事
業
外
費
用
と
伯
た
し
ま
し
て
三
十
二
万
四
千
二
百
五
十
六
円
、

と
れ
ば
貸
倒
損
と
過
年
度
返
戻
を
合
わ
せ
計
上
し
て
ご
ざ
凹
ま
す
。

事
業
外
費
用
合
計

w
た
し
ま
し
て
六
百
九
十
二
万
九
千
九
百
二
+
五
円
。

V
の
特
別
利
益
の
う
ち
、
貸
倒
引
当
金
戻
入
+
二
万
五
千
三
百
五
+
同
，

と
れ
は
五
十
年
度
の
未
収
金
の
手
分
の
+
こ
を
洗
い
が
え
方
式

κょ
っ
た
も

の
で
ど
ざ

w
ま
す
。

退
職
給
与
引
当
金
取
り
く
ず
し
三
十
五
万
一
乎
三
百
円
陀
つ
き
を
し
て
は

当
一
年
度
三
月
末
ま
で
に
退
職
し
た
職
員
二
名
分
の
退
職
金
を
計
上
い
た
し
て

ど
ぎ
W

ま
す
。

W
H

の
特
別
損
失
の
内
ち
、
固
定
資
産
の
売
却
損
十
六
万
九
手
七
百
二
+
一

円
は
‘
車
両
の
廃
車
に
よ
る
売
却
損
二
台
分
で
ど
ざ

w
ま
す
。

税
引
前
当
期
純
利
益
と

w
た
し
ま
し
て

A
九
百
三
十
七
万
五
千
三
百
二
十

一
一
円
、
税
の
充
当
額
は
九
手
円
で
、
当
期
利
益
と
円
た
し
ま
し
て
ム
九
百
三

十
八
万
四
平
三
百
二
十
一
円
、
前
期
繰
越
利
益
と

w
た
し
ま
し
て
乎
二
百
+

一
万
一
手
コ
一
百
六
十
八
円
で
ど
ぎ
円
安
す
。
、

当
期
未
処
分
利
益
と
円
た
し
ま
し
て
ハ
一
二
千
百
四
十
九
万
五
平
六
百
八
十

九
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次
、
三
ペ
ー
ジ
の
貸
借
対
照
表
資
産
で
流
動
資
産
の
現
金
預
金
七
百
八
十

五
万
三
百
九
十
円
、
と
れ
は
普
通
預
金
、
基
本
財
産
合
わ
せ
た
も
の
を
計
上

し
て
ど
ざ

w
ま
す
。

未
収
金
二
平
三
百
八
+
万
一
手
+
二
円
、
と
れ
は
過
年
度
、
現
年
度
合
わ

せ
た
も
の
で
ど
ざ

w
ま
す
。

貸
倒
引
当
金
に
つ
き
ま
し
て
二
十
八
万
五
千
六
百
十
二
円
、
未
収
金
の
千

A
U

の
+
こ
の
額
で
ど
ざ
刊
を
す
。

流
動
資
産
を
合
計
加
え
し
ま
し
て
三
千
百
三
+
六
万
五
千
七
百
九
十
円
で

ど
ざ
円
ま
ナ
。

E
固
定
資
産
一
κ
h
v
き
ま
し
て
、
有
形
固
定
資
産
の
車
両
二
千
四
百
四
+
万

五
平
九
十
八
円
、
車
両
十
二
台
分
で
ご
ざ
加
ま
す
。

減
価
償
却
引
当
金
千
七
百
二
十
八
万
五
平
六
百
三
+
四
円
、
と
れ
は
定
準

法

κ
よ
っ
て
算
出
し
た
車
両
の
償
却
引
当
金
で
ど
ざ

w
ま
す
。

建
物
の
王
百
十
一
万
九
平
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
車
庫
及
び
詰
め
所
の
償

却
資
引
当
金
で
ど
ざ
怖
を
す
。

次
に
有
形
固
定
資
産
合
計
、
車
両
、
建
物
合
わ
せ
ま
し
て
千
百
一
ニ
+
六
万

四
千
二
百
六
+
一
円
で
ど
ざ
円
ま
す
。

2
の
無
形
固
定
資
産
の
電
話
加
入
権
五
万
三
百
円
、

3
の
投
資
そ
の
他
の

資
産
に
な
き
ま
し
て
出
資
五
千
円
、
資
産
合
計
が
四
千
二
百
七
+
八
万
五
平

三
百
五
十
一
円
陀
相
念
っ
て
h
g
h
y

ま
す
。

e

負
債
の
部
と
円
た
し
ま
し
て
、
流
動
負
債
で
短
期
借
入
金
五
千
八
百
万
、

館
山
信
用
金
庫
よ

b
借
入
で
ど
ざ
円
ま
す
。

未
払
費
用
と

w
た
し
ま
し
て
二
百
四
+
九
万
九
千
四
十
八
円
、
と
れ
は
電

算
委
託
料
、
燃
料
費
、
印
制
製
本
等
で
ど
ざ
円
ま
す
。
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預
-D
金
四
十
一
二
万
四
千
七
百
三
十
七
円
陀
つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
給
与
関

係
の
所
得
税
と
か
保
険
料
等
の
預
り
金
で
ど
ざ

w
ま
す
。

前
受
金
と
し
て
四
千
百
五
十
五
円
、
三
月
中
に
翌
年
度
分
の
納
付
し
た
額

で
ど
ざ
凹
ま
す
。

住
民
税
充
当
金
九
千
円
。
流
動
負
債
合
計
六
千
九
十
四
万
六
千
九
百
四
十

円
に
相
念
っ
て

b
り
ま
す
。

E
の
固
定
負
債
k
h
v
覚
ま
し
て
、
退
職
給
与
引
当
金
二
百
三
+
三
万
四
千

百
円
、
負
債
合
計
六
千
三
百
二
+
八
万
一
千
四
+
円
。

資
本
と
加
え
し
き
し
て
百
万
円
、
と
れ
は
開
設
当
時
市
よ

b
l
iの
分
で

ど
ざ

w
ま
す
。

E
の
剰
余
金
の
前
期
繰
越
利
益
千
二
百
十
一
万
一
千
三
百
六
十
八
円
、
と

れ
は
ヘ
一
が
つ

w
て
な
り
ま
す
。

当
期
刺
品
位
に
な
き
ま
し
て

A
の
九
百
一
一
一
+
八
万
四
千
三
百
二
+
一
円
、
剰

余
金
合
計

w
た
し
ま
し
て
二
千
百
四
十
九
万
五
千
六
百
八
+
九
円
。

資
本
合
計
A
の
二
千
四
十
九
万
五
千
六
百
八
十
九
円
、
負
債
、
資
本
合
わ

せ
ま
し
て
四
千
二
百
七
+
八
万
五
千
三
百
五
+
一
円
K
相
念
っ
て
卦
り
ま
す
。

五
ペ
ー
ジ
の
財
産
自
録
、
六
ペ
ー
ジ
の
利
溢
金
計
算
書
、
利
益
金
処
分
計

算
書

K
つ

w
て
は
、
損
益
一
計
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
に
よ
ヨ
て
計
数
的
に
申

し
上
げ
て
な
り
ま
す
の
で
、
内
容
を
な
示
し
し
て
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
了

承
賜
h
た
悼
と
思
加
を
す
。

続
き
ま
し
て
九
ペ
ー
ジ
を
な
開
台

W

た
だ
き
た
悼
と
思
円
ま
す
。
五
十
二

年
度
の
商
事
業
計
画
に
つ
凶
て
申
し
上
げ
ま
す
が
、
業
務
の
予
定
量
と

w
た
し

ま
し
て
収
集
世
帯
数
月
平
均
一
万
八
百
五
十
世
帯
、
収
集
ー
量
と
円
た
し
を
し

て
月
平
均
千
六
百
二
+
五
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
。
資
産
購
入
計
画
と
し
き
し
て
事

務
所
一
棟
、
三
十
一
一
一
平
米
の
プ
レ
ハ
ブ
の
簡
易
建
設
を
予
定
し
て
な
り
ま
す
。

ま
た
、
事
務
所
と
市
役
所
の
、
及
び
現
業
職
員
と
の
速
絡
用
と
凶
た
し
ま

し
て
、
貨
物
乗
用
車
一
台
を
計
画
し
て
必
り
ま
す
。

事
業
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
な
示
し
を
円
た
し
て
ど
ざ
円
ま
す
内
容
に

よ
っ
て
御
了
承
賜
り
た
仰
と
思
仰
を
す
。

以
上
、
簡
単
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
報
告
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
案
第
四
十
三
号
館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
承
認
に
つ

w
て

議
案
第
四
十
四
号
鰐
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

実
例
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
円
て

(
税
務
課
長
斉
藤
武
男
君
登
壇
)

O
税
務
課
長
〈
斉
藤
武
男
君
)
議
案
第
四
十
一
二
号
に
つ
き
・
ま
し
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

本
条
例
は
去
る
一
了
月
一
ご
+
一
日
の
国
会
で
地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
可
決

さ
れ
ま
し
て
、
四
月
一
白
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
と
れ
に
関
返
す
る
所
税

条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
改
正
さ
れ
ま
し
た
地
方
税
法
の
主
念
る
も
の
と
し
て
は
、
性
格
従
控
除

額
、
配
偶
者
控
除
額
が
十
九
万
円
か
ら
二
+
万
円
に
、
扶
養
控
除
額
が
+
七

万
円
が
十
九
万
円

κ、
障
害
者
控
除
等
が
+
六
万
か
ら
+
八
万

κ
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
障
害
者
等
の
非
課
税
限
度
額
が
七
十
万
か

ら
八
+
万

K
引
き
上
げ
ら
れ
た
わ
け
で
ご
ざ

w
ま
す
。

そ
れ
で
は
市
税
条
例
の
条
文
托
従
円
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
四
条
第
一
一
現
三
号
中
「
所
得
金
額
」
を
「
所
得
の
令
額
」
に
改
め

ま
す
と
と
は
、
京
条
例
の
改
正
に
当
た
っ
て
用
語
の
誤
り
を
訂
正
日
た
す
も

の
で
ど
天
仰
を
す
。

次
の
七
+
万
円
を
八
十
万
円
は
、
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
齢
者
、
寡
婦

ーー。ーー



日比つ

ω
て
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
で
ど
ぎ
円
安
ナ
。

次
の
十
一
万
円
を
+
二
万
円
は
、
低
所
得
者
層
の
均
等
割

b
の
み
を
対
象

と
し
た
非
課
税
額
の
関
係
の
も
の
で
ど
ざ
仰
を
す
。

次
の
第
三
+
一
条
第
二
演
は
法
人
市
民
税
の
均
等
割
り
の
税
率
で
ご
ざ
山

会
ナ
。
資
本
金
一
億
円
を
超
え
、
従
業
員
が
百
人
を
越
え
る
も
の
は
二
万
四

千
円
か
ら
八
万
円
に
、
資
本
金
一
億
円
を
超
え
る
が
従
業
員
が
百
人
以
内
の

法
人
及
び
資
本
金
一
千
万
円
を
超
え
る
法
人
に
つ
凶
て
は
一
万
二
千
円
を
二

万
四
イ
十
円

κ、
そ
の
他
一
千
万
円
以
下
の
資
本
金
の
混
入
に
つ
円
て
は
七
千

二
百
円
を
八
千
円
K
改
正
す
る
も
の
で
ど
ざ
山
空
ナ
。

次
の
三
十
二
条
の
削
除
で
ど
ざ
凹
ま
す
が
、
と
れ
は
個
人
の
均
等
割
り
の

軽
減
に
関
す
る
条
演
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
の
条
文
二
十
四
条
で
低
所
得
者
層

の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
等
の
増
額
を
み
て
な
h
y
ま
す

ο
で
、
乙
の
条

項
を
削
除

w
た
す
も
の
で
ご
ざ
仰
を
す
。

次
に
第
八
十
四
条
第
三
項
「
前
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
る
、
と
れ
は

次
の
一
二
項
、
四
項
を
加
え
る
関
係
の
も
の
で
ど
ぎ

w
ま
す
。

第
三
項
と
し
ま
し
て
は
、
従
来
の
軽
自
動
車
税
の
月
割
り
課
税
を
、
事
務

の
合
畑
一
化
を
図
る
と
と
か
ら
、
賦
課
期
日
後
陀
用
途
等
の
変
更
陀
よ
り
適
用

す
ベ
者
税
率
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
当
該
年
度
は
異
動
前
の
税
率
に
よ
り

課
税
を
す
る
と
山
山
内
と
と
で
ご
ざ
凹
ま
す
。

第
四
項
は
、
賦
謀
期
日
後
に
向
一
市
内
k
b
w
て
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
た
だ
し
書
き
を
除
目
て
は
当
該
年
度
の
末
自
に
所
有
者
の
変
更
が

あ
っ
た
と
み
念
す
と

w
う
ζ

と
で
ど
ざ
凹
ま
す
。

次
に
第
百
一
二
十
五
条
は
、
入
湯
税
の
引
き
上
げ
で
あ
り
ま
す
。
五
十
三
年

一
月
か
ら
現
在
一
人
百
円
が
百
五
十
円
K
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
の
附
則
第
+
八
条
で
ご
ざ
W

空
す
が
、
と
れ
ば
道
路
運
送
車
両
の
保
安

基
準
と
し
て
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
規
制
を
定
め
た
昭
和
五
十
三
年
四
月
実
施

が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
円
ま
す
が
、
そ
の
促
進
の
段
階
と
し
て
五
十
一
年
度
規

制
適
合
車
に
つ

w
て
は
公
害
対
策
の
見
地
か
ら
規
制
適
合
車
の
普
及
、
促
進

を
図
る
た
め
に
、
五
十
一
年
度
の
税
率
改
正
前
の
税
率
を
据
え
置
か
れ
て
な

る
わ
け
で
ど
ざ

w
ま
す
。
と
れ
ら
五
十
一
年
度
規
制
通
合
車
と
の
負
担
の
均

衡
か
ら
五
十
=
一
年
度
排
出
ガ
ス
規
制
適
合
車
に
つ
円
て
も
さ
ら
に
同
様
の
優

遇
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
仰
を
す
。

附
則
第
十
八
条
の
三
以
下
の
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
正
前
の
条
例
と

改
正
後
の
条
例
。
適
用
及
び
施
行
期
日
を
定
め
た
も
の
で
ど
ざ
仰
を
す
の
で
、

説
明
を
省
略
さ
せ
て
加
え
だ
き
ま
す
。

引
さ
続
き
を
し
て
議
案
第
四
十
四
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

w
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

本
条
例
改
正
も
今
回
の
地
方
税
法
の
改
正
陀
伴
う
も
の
で
ど
ざ
円
ま
す
れ

ま
ず
第
二
条
中
「
第
一
条
」
を
「
前
条
」
氏
改
め
ま
す
の
は
、
用
語
の
訂

正
を
沿
願
悼
す
る
も
の
で
ど
ざ
引
き
ず
。

次
の
「
世
智
主
」
の
下
に
「
(
前
条
第
二
項
の
世
帯
主
を
除
〈
。
)
」
と

加
え
る
関
係
陀
つ
き
ま
し
て
は
、
と
れ
は
現
在
の
国
保
制
度
が
世
帯
主
義
の
、

世
帯
単
位
の
賦
課
を
行
う
た
て
ま
え
を
と
っ
て
な
る
わ
け
で
ご
ざ
凶
ま
す
。

と
れ
ま
で
国
保
。
被
保
険
者
の
資
格
を
有
し
左

w
他
の
社
会
健
康
保
険
に
加

入
し
て
な
り
ま
す
世
帯
主

K
つ

w
て
も
、
世
帯
全
体
の
利
益
を
代
表
す
る
も

の
と
し
て
、
世
帯
主
に
か
か
わ
る
所
得
金
額
、
資
産
割
担
額
及
び
均
等
割

b

額
が
課
税
さ
れ
て
出
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が

|
|
ζ

れ
を
擬
制
世
帯
と
仰
っ

て
‘
な
り
ま
す
、
今
回
の
改
正
で
、
世
帯
主
義
は
そ
の
ま
ま
存
続
円
た
し
ま
す

が
、
被
保
険
者
で
な

w
そ
の
世
帯
主
は
謀
税
の
対
象
と
し
念
凶
、
除
か
れ
る

と

w
う
こ
と
で
る

b
ま
す
。
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次
の
+
五
万
円
を
+
七
万
円
は
、
国
保
税
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
で

ご
ざ
加
を
す
。

次
の
第
三
条
中
の
改
正
は
、
次
の
第
八
条
関
係
の
改
正

K
伴
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

次
は
第
八
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
又
は
」
を
削
る
改
正
は
、
先
の
擬
制

世
帯
主
分
が
課
税
さ
れ
念
悼
と
と
陀
念
っ
た
た
め
の
条
文
整
理
で
ど
ざ
W

ま

す。
次
の
第
五
演
は
、
第
一
項
、
第
三
項
ま
た
は
第
五
項
の
場
合
k
h
4
W
て
の

改
正
で
ど
ざ
円
、
ま
ナ
が
、
年
度
途
中
に
が
き
ま
し
て
被
保
険
者
と
在
っ
た
者

の
月
割
り
課
税
の
纂
礎
と
左
る
所
得
割

b
額
争
定
め
た
も
の
で
ど
ざ
刊
を
す
。

と
れ
も
擬
制
世
帯
主
の
誤
税
方
法
の
改
定
陀
伴
う
条
文
の
整
理
で
ど
ざ
W

ま

す。
次
の
第
八
条
第
五
南
棋
を
同
条
七
項
と
し
て
、
三
項
、
四
項
が
加
え
ら
れ
た

わ
け
で
ど
ざ

w
ま
す
が
、
第
三
項
は
援
制
世
帯
主
が
年
度
途
中
で
社
会
保
険

寺
一
喪
失
し
、
国
保
の
被
保
険
者
と
念
っ
た
場
合
の
月
割
り
課
税
の
方
法
を
規

定
し
て
な
り
ま
す
。

筑
四
項
は
、
逆
K
国
保
の
被
保
険
者
が
年
夜
途
中
で
社
会
健
康
保
険
等

κ

加
入
し
、
擬
制
世
帯
主
に
念
っ
た
場
合
の
月
割
り
諜
税
の
方
法
を
規
定
し
た

も
の
で
ど
r
o
w
-ぜ
す
。

次
の
第
十
一
条
は
、
擬
制
世
帯
主
の
税
額
の
軽
減
を
規
定
し
た
も
の
で
ご

ざ

w-ま
す
が
、
相
脱
税
さ
れ
念
〈
な
っ
た
た
め
に
そ
れ
を
削
除
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

次
の
第
十
二
条
は
、
低
所
得
者
層
に
対
す
る
保
険
税
の
減
額
基
準
を
規
定

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
個
人
住
民
税
の
基
礎
控
除
額
に
相
当
す
る
金
額

陀
被
保
険
者
の
数
k
h
u
w
て
加
算
す
る
額
が
十
四
万
か
ら
+
五
万
陀
引
き
上

げ
ら
れ
た
と
円
う
と
と
で
ど
ざ
円
ま
す
。

附
則

κ
つ
凶
て
は
、
地
行
期
日
、
適
用
区
分
等
を
定
め
た
も
の
で
ど
ざ
仰

を
す
。以
上
陀
よ

b
ま
し
て
説
明
を
終
り
ま
す
。

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
暫
時
休
憩
凶
え
し
ま
す
。

午

前

+

時

五

十

五

分

休

憩

午

前

十

一

時

十

分

再

開

ハ
リ
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
休
憩
前
氏
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

議
案
第
四
+
五
号
昭
和
五
+
一
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第

四
号
)
の
専
決
処
分
の
承
認

κ
つ
w
て

(
財
政
課
長
山
沼
俊
康
君
登
壌
〉

。
財
政
課
長
(
山
田
俊
康
世
相
)
議
案
第
四
十
五
号
K
つ

w
て
御
説
明
申
し
ょ

げ
ま
す
。

と
の
補
正
予
算
の
専
決
で
ど
ざ
阿
古
す
が
、
と
の
補
正
予
算
は
五
+
二
年

一
一
一
月
一
一
一
+
一
日
午
後
、
し
か
も
夕
刻
近
く
K
な
り
ま
し
て
、
崎
市
か
ら
第
二
次

分
の
起
債
の
許
可
決
定
通
知
を
受
け
た
た
め
、
議
会
を
関
〈
時
間
的
念
余
裕

が
な
く
て
専
決
処
分
し
た
も
の
で
ど
ざ
円
ま
す
ο

専
決
処
分
し
ま
し
た
五
+
一
・
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
四
号
で

ど
ざ
凹
ま
す
が
、
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
二
億
一

手
五
百
二
十
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
を
五
十
七
億
七
千
一
二
百

一
一
一
+
七
万
六
千
円
と
引
だ
し
た
次
第
で
ご
ざ
凶
を
す
。

今
回
の
補
正
の
原
因
で
あ

b
ま
す
地
方
債
の
補
正
は
第
二
表
に
ど
ざ
仰
を

す
。
三
ペ
ー
ジ
を
な
開
き
円
た
だ
き
た
怖
と
思

w
ま
す
。

今
回
の
地
方
債
の
補
正
、
追
加
分
と
円
た
し
ま
し
て
第
二
申
学
校
改
築
事

業
分
二
百
七
+
万
、
第
一
一
で
申
学
校
用
地
取
得
事
業
分
と
し
て
二
億
一
千
五
百
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ニ
+
万
、
合
わ
ぜ
て
二
億
一
千
七
百
九
十
万
の
第
三
次
分
の
追
加
が
ど
ざ
い

ま
し
た
。
第
二
中
学
校
改
築
事
業
に
あ

b
ま
し

τは
補
正
後
の
限
度
額
を
六

千
一
一
一
百
万
円

κ、
第
三
中
学
校
用
地
取
得
事
業
に
あ
b
ま
し
て
は
補
正
後
の

限
度
額
を
四
億
四
千
九
百
四
+
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
た
次
第
で
ど
ざ

w

主
す
。統
一
円
て
事
項
別
明
細
書
の
歳
出
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
六
ペ

ー
ジ
を
h
g

開
き
円
た
だ
き
た
刊
と
思

w
ま
す
。

歳
出
第
三
款
民
生
費
第
一
項
社
会
福
祉
野
第
一
自
社
会
福
祉
総
務
費
k

b

き
ま
し
て
財
源
の
補
正
を

w
た
し
て
ど
ざ
円
ま
す
。
国
庫
支
出
金
で
百
四
万

の
減
、
そ
の
他
の
財
源
五
十
四
万
四
千
円
は
国
民
住
金
印
紙
売
捌
手
数
料
の

減
、
そ
し
て
そ
れ
を
-
紋
財
源
百
五
+
八
万
四
千
円
の
増
と

w
う
と
と
で
財

源
補
正
を
お
願
目
し
て
ご
ざ
仰
を
す
。

第
一
(
〕
款
教
育
費
第
三
項
中
学
校
費
第
主
自
学
校
建
設
費
中
一
・
七
節
の
公

有
財
産
購
入
費
k
h
v
き
ま
し
て
二
億
一
千
五
百
二
+
万
円
の
追
加
、
三
中
用

地
購
入
費
と

w
う
と
と
で
な
印
刷
刊
し
て
ど
ざ

w
ま
ナ
。

念
が
、
財
源
関
係
と
加
え
し
ま
し
で
は
、
地
方
債
で
二
億
一
千
七
百
九
+

万
円
の
増
、
国
庫
支
出
金
で
百
+
一
万
六
千
円
の
減
、
一
般
財
源
で
百
五
十

八
万
四
千
円
の
滅
と

w
う
ふ
う
K
な
瀬
戸
し
て
ご
ざ
引
を
す
。

以
上
に
よ
り
ま
し
て
、
歳
出
の
補
正
額
は
二
億
一
千
五
百
二
+
万
円
と
左

り
を
し
て
、
歳
出
合
計
は
五
十
七
億
七
千
一
一
一
百
一
一
一
十
七
万
六
千
円
と
を
り
ま

す。
同
町
円
て
歳
入
の
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
五
ペ
ー
ジ
を
な
開
き
凶
た

だ
者
た
仰
と
思
い
ま
す
。

第
一
(
〕
款
国
庫
支
出
金
第
二
項
閏
煉
補
助
金
第
二
日
教
育
費
同
席
補
助
金

中
、
第
一
節
の
騒
音
防
止
対
策
事
業
費
補
助
金
百
十
一
万
六
千
円
の
滅
。

中

の
防
音
改
築
事
業
費
補
助
金
で
百
万
円
の
減
、
と
れ
は
解
体
校
舎
の
火
災
に

よ
る
滅
等
を
含
め
ま
し
た
減
で
ご
ざ
凹
ま
す
。
二
中
の
防
音
改
築
事
業
費
補

助
金
十
一
万
六
千
円
、
精
算
に
よ
り
ま
す
減
で
ど
ざ

w
ま
す
。

第
三
項
の
国
庫
委
託
金
第
一
自
民
生
費
委
託
金
第
一
一
節
の
拠
出
制
国
民
年

金
市
町
村
事
務
取
り
扱

w-交
付
金
百
四
万
円
の
滅
、
と
れ
は
被
保
険
者
の
数

を
当
初
の
見
込
み
で
は
一
万
六
千
八
百
人
と

w
う
見
込
み
を
立
て
た
わ
け
で

ど
ざ
い
ま
す
が
、
実
際
陀
は
一
万
五
千
四
百
人
、
当
初
見
込
み
よ
h
y
千
四
百

人
の
滅
と
な
っ
た
た
め
、
事
務
取

b
扱

w
交
付
金
も
減
と
い
う
と
と
で
補
正

を
さ
せ
て

w
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
六
款
諸
収
入
第
五
項
雑
入
第
五
回
国
民
年
金
印
紙
売
捌
手
数
料
に
か

き
ま
し
て
五
十
四
万
四
千
円
の
品
川
、

ζ

れ
も
被
保
険
者
数
の
減
に
よ

b
ま
す

手
数
料
の
減
で
ど
ざ
仰
を
す
。

第
一
七
款
市
債
第
四
回
教
育
債
中
、
第
一
目
の
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業

債
に
な
き
ま
し
て
二
億
一
千
七
百
九
十
万
円
の
増
。
第
二
中
学
校
の
改
築
事

業
債
で
二
百
七
十
万
円
、
第
三
中
学
校
用
地
取
得
事
業
債
で
二
億
一
千
五
百

二
十
万
の
二
次
追
加
が
ど
ざ

w
ま
し
て
、
と
れ
を
歳
入
に
計
上
し
た
次
第
で

ご
ざ
引
を
す
。

以
上
に
よ

b
ま
し
て
、
歳
入
も
補
正
額
は
二
億
一
千
五
百
二
+
万
円
、
歳

入
総
額
は
五
十
七
億
七
千
三
百
三
十
七
万
六
千
円
と
な
り
ま
す
。

を
か
、
四
ペ
ー
ジ
の
歳
出
。
右
の
ほ
う

K
ど
ざ
い
ま
す
財
源
内
訳
の
蘭
係

で
ど
ざ
凹
ま
す
が
、
今
回
の
財
源
の
異
動
と
申
し
ま
す
か
、
地
方
債
が
二
億

一
千
七
百
九
十
万
円
と

w
う
ふ
え
方
を

w
た
し
ま
し
た
の
で
、
一
二
月
議
会
で

申
し
上
げ
ま
し
た
1
1
1
一
般
財
源
の
比
率
五
九
・
一
係
で
ど
ざ
仰
を
す
と
凶

う
ふ
う

K
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
現
実
に
は
五
六
・
九
dw、
一
一
・
ニ

dw
少
念
く
な
っ
て
な
り
ま
す
ι

特
定
財
源
が
四
三
・
一
¢
、
財
源
比
率
で
は
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以
上
陀
念
つ
て
な
り
ま
す
，

歳
入
歳
出
と
も
と
の
補
正
に
よ
り
ま
し
て
総
額
五
+
七
億
七
千
三
百
=
一
+

七
万
六
千
円
と

w
う
よ
う
念
数
値
に
相
念
っ
た
次
第
で
ご
ざ
凹
ま
す
。

以
上
に
よ

b
補
正
予
算
の
説
明
を
終
り
ま
す
。

議
案
第
四
+
六
号
館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
円

て

議
案
第
四
+
七
号

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
に
係
る
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K

つ
w
て

館
山
市
教
育
長
の
諸
給
与
及
び
勤
務
条
件
等
陀
関
す

る
条
例
の
一
部
令
改
正
す
る
条
例
の
制
定

κ
つ
w
て

(
人
事
課
長
太
田
博
雄
君
登
壇
)

O
人
事
課
長
(
太
田
博
雄
君
)
議
案
第
四
十
六
号
か
ら
四
十
八
号
室
で
を
一

括
説
明
さ
せ
て
円
た
だ
き
ま
す
。

議
案
第
四
十
六
号
館
山
所
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び
旅
費
に
掬
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
で
ご
ざ
円
、
ま
す
が
、
本
件
K
つ
き

ま
し
て
は
去
る
四
月
二
十
日
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
陀
諮
問
円
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
額
、
施
行
期
日
等
と
も
に
妥
当
と
認
め
る
旨
の
答
申
を
得
た
も
の

で
ご
ざ
凹
ま
す
。

具
体
的
念
実
態
を
申
し
上
げ
会
す
と
、
本
市
は
昭
和
四
十
九
年
+
月
K
改

定
し
て
以
来
本
年
ま
で
据
え
置
き
と
左
っ
て
円
た
わ
け
で
ど
ざ
山
れ
ま
す
。
と

の
間
職
員
の
給
与
留
守
に
つ
き
、
き
し
て
は
人
事
院
勧
告
に
議
じ
ま
し
て
改
定
さ

れ
て
ま
円
り
ま
し
た
。
と
れ
ら
陀
よ
り
ま
し
て
手
当
等
を
含
め
ま
す
と
収
入

慢
を
上
回
る
一
般
職
が
発
生
円
た
し
を
し
て
、
特
別
職
と
の
給
料
k
h
x
き
ま

議
案
第
四
十
八
号

し
て
不
均
衡
左
形
が
生
じ
て
ま
阿
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
仰
を
す
。
と
の
よ
う
な

関
係
か
ら
加
え
し
ま
し
て
正
常
念
姿
に
も
っ
て
ま

w
り
た
悼
と

w
う
趣
旨
も

ど
ざ

w
ま
し
て
今
回
改
定
を
訟
願
山
円
た
し
た
次
第
で
ど
ざ
加
を
す
。

ア
ッ
プ
率
は
収
入
役
に
二

o
d初
、
助
役
一
五
・
一
¢
、
市
長
二
一

φ
と
同

う
率
で
ご
ざ
凶
ま
し
て
、
施
行
期
日
は
本
毎
回
月
一
日
か
ら
の
適
用
と
円
う

と
と
で
ご
ざ

w
ま
す
。

引
き
続
き
ま
し
て
議
案
第
四
十
七
号
で
ご
ざ
仰
を
す
。

内
容
と
加
え
し
ま
し
て
は
、
十
m
の
議
会
の
議
長
、
副
議
長
、
議
員
陀
か
か

わ
り
ま
す
報
酬
の
改
定
で
ど
ざ
一
ま
す
。

改
定
率
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
議
員
の
場
合
二
三
係
、
副
議
長
の
場
合
二

五
係
、
議
長
の
場
合
二
五
係
'
と

w
今
ア
ヲ
プ
率
で
ど
ざ
刊
を
す
。

と
の
施
行
判
明
自
に
つ
き
空
し
で
は
、
前
議
案
同
様
本
年
四
月
一
日
か
ら
適
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用
と
凶
う
と
と
で
ど
ざ
凹
ま
す
。

次
に
議
案
第
四
十
八
号
で
ど
ざ
一
ま
す
が
、

定
で
ご
ざ
凹
ま
す
。

ζ

れ
は
教
育
長
の
給
与
の
改

三
十
万
円
を
三
+
六
万
円
陀
改
正
W

た
し
た
仰
と

w
う
も
の
で
、

ζ
れ
も

施
行
期
日
は
本
年
四
月
一
日
か
ら
の
適
用
と

w
う
と
と
で
ど
ざ
仰
を
す
。

以
上
、
簡
単
で
ご
ざ

w
ま
す
が
、
三
議
案
の
説
明
に
か
え
き
し
て
日
え
だ

き
た
日
と
思
凶
ま
す
。

議
案
第
四
十
九
号

館
山
市
学
校
安
全
共
済
掛
金
徴
収
条
例
の
一
郎
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
w
て

(
庶
務
施
設
謀
長
汐
崎
政
光
君
登
壇
)

O
庶
務
施
設
課
長
(
汐
崎
政
光
君
〉
議
案
第
四
+
九
号
に
つ
円
て
街
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

伊
山
市
学
校
安
全
共
済
掛
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
の
件
で
と
ぎ



凹
ま
す
が
、
学
校
安
全
会
は
日
本
学
校
安
全
会
法
に
主
り
ま
し
て
、
学
校
の

管
理
下
で
発
生
し
ま
し
た
児
童
、
生
徒
等
の
災
害
に
対
し
ま
し
て
、
必
要
な

給
付
を
行
っ
て
学
校
教
育
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
ζ

と
を
目
的
と
し
て
阿
る

わ
け
で
ど
ざ
凶
ま
す
が
、
そ
の
共
済
掛
金
の
額
は
政
令
で
定
め
ま
し
た
基
準

に
従
一
ま
し
て
定
款
で
定
め
る
と
と
に
左
っ
て

b
b
ま
す
。

今
回
そ
の
定
款
の
額
K
変
更
が
あ
り
・
ま
し
た
の
で
、
ぞ
れ
に
従
凹
ま
し
て

当
市
の
当
該
徴
収
条
例
。
徴
収
額
を
年
額
九
十
円
を
百
五
十
円
に
改
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

念
な
、
父
兄
か
ら
の
徴
収
額
百
五
十
円
は
掛
金
の
半
分
で
、
残
り
の
半
分

が
市
負
担
、
要
保
護
、
準
要
保
護
の
児
童
、
生
徒
は
こ
れ
を
徴
収
し
念
加
と

と
に
念
っ
て
h
f

・
-
り
ま
す
が
、
と
れ
ら
は
同
ず
れ
も
法
令
に
従
つ
て
の
も
の
で

今
回
も
従
来
ど
な
り
変
わ
り
ど
ざ

w
ま
ぜ
ん
。

以
上
、
終
り
ま
す
。

議
案
第
五
十
号

館
一山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
日
て

〈
保
健
課
長
吉
岡
政
雄
君
登
壇
)

。
保
健
課
長
(
吉
岡
政
雄
君
)
議
案
第
五
十
号
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
関
連
加
た
し
き
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
度
本
算
定
の
基
礎
と
念
り

ま
す
調
定
見
込
み
額
に
つ
き
ま
し
て
先
K
御
説
明
申
し
上
げ
主
す
。

二
一
月
議
会
の
当
初
予
算
の
説
明

κ
な
き
ま
し
て
調
定
見
込
み
額
、
予
算
額

等
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
五
月
コ
一
十
一
日
を
も
ち
・
ま
し
て
五
+
一
年
度
の

国
保
会
計
の
収
支
が
終
了
を
み
た
わ
け
で
ご
ざ
仰
を
す
。

そ
の
結
果
、
一
億
九
百
六
十
一
万
九
千
円
余
の
黒
字
決
算
を
と
げ
る
と
と

が
で
き
た
わ
け
で
ご
ざ
凹
ま
す
。

ζ

れ
含
本
・
年
度
へ
繰

b
越
す
と
と
が
で
き

を
し
た
。

繰
越
金
K
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
予
算
時
点

κな
き
ま
し
て
三
千
万
円
が

す
で
陀
計
上
し
て
ど
ざ
凶
ま
す
の
で
、
今
回
七
千
九
百
六
+
一
万
九
千
円
余

と
念
る
わ
け
で
ど
ざ

w
ま
す
が
、
今
回
こ
の
う
ち
四
千
四
百
万
円
を
減
税
分

に
充
当
し
て
全
日

b
た
い
、

ζ

の
よ
A

つ
に
考
え
る
も
の
で
ど
ざ
凹
ま
す
。
通

算

w
た
し
ま
す
と
七
千
四
百
万
円
が
減
税
A
M
K

相
当
す
る
も
の
で
ど
ざ
凶
ま

す。
以
上
の
結
果
、
収
納
割
合
を
勘
案
凶
た
し
ま
し
て
、
本
年
度
調
定
見
込
み

額
を
四
億
コ
一
手
二
百
十
七
万
九
千
円
と
見
込
ん
だ
わ
け
で
ど
ざ
一
ま
す
。
と

れ
陀
よ
り
ま
し
て
一
世
帯
当
た
り
の
説
税
額
は
前
住
同
期
の
本
算
定
時
と
の

比
較
に
訟
き
ま
し
て
、
市
長
か
ら
も
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
と
な

b
0

・

三
¢
の
引
合
‘
上
げ
に
と
ど
ま
る
と
と
が
で
き
た
、

ζ

う

w
ろ
と
と
で
ご
ざ
刊

を
す
。
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以
上
で
本
年
度
調
定
見
込
み
衛
の
説
明
を
終
り
ま
す
。

〈
税
務
課
長
斉
藤
武
男
君
登
壇
〉

O
税
務
課
長
(
斉
藤
武
男
君
〉
そ
れ
で
は
議
案
第
五
十
号
の
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
凶
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
最
初
に

b
手
も
と
に
配
付
し
て
ど
ざ
別
空
寸
案
分
率
の
資
料
が
ど
ざ

円
ま
す
が
、
ひ
と
つ
御
覧

w
た
だ
き
た
仰
と
思
凶
ま
す
。

た
だ
山
山
室
保
健
謀
-
長
よ
り
本
年
度
の
本
算
定

κよ
る
調
判
定
見
込
み
額
を
四

億
一
一
一
千
二
百
十
七
万
九
千
円
と
し
た
仰
と
凶
う
と
と
で
ど
ざ
円
、
ま
し
た
。
と

の
四
億
三
千
二
百
十
七
万
九
千
円
を
調
定
円
た
し
ま
す
の
に
は
、
先
の
議
案

で
倒
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
一
定
の
頭
打
ち
を
設
け
る
、
加
わ
ゆ
る
十
七
万

円
の
課
税
限
度
額
並
び
に
下
欄
に
ど
ざ

w
ま
す
低
所
得
者
層
に
対
す
る
条
例

第
十
二
条
の
軽
減
制
度
が
ご
ざ

w
ま
す
。
と
れ
ら
の
額
を
見
込
み
ま
す
と
合

計
五
億
七
千
八
十
一
万
二
一千
円
を
課
税
し
て
初
め
て
四
億
三
手
二
百
十
七
万



九
千
円
の
調
定
が
可
能
と

w
う
と
と
に
念
る
わ
け
で
ご
ざ
凹
ま
す
。

念
公
、
試
算
に
よ
り
ま
す
+
七
万
の
課
税
限
度
額
K
つ

w
て
は
一
億
二
千

三
百
七
十
二
万
三
千
円
、
低
所
得
者
陀
対
す
る
+
一
一
条
軽
減

κ
つ
w
て
は
一

億
四
千
九
百
十
一
万
一
イ
ヤ
円
程
度
が
見
込
ま
れ
て
訟
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
そ
の
資
料
に
よ
っ
て
順
次
御
説
明
申
し
上
げ
た
仰
と
思
凹
ま
す

が
、
会
ず
上
段
の
表
の
案
分
葱
準
B
欄
で
ご
ざ
凶
ま
す
が
、
と
れ
ば
各
区
分

ど
と
の
個
々
の
積
み
上
げ
額
で
ご
ざ
仰
を
す
。
所
得
割
り
の
算
出
基
準
と
念

る
荷
民
税
所
得
割
り
総
額
は
一
億
二
千
+
六
万
五
千
円
、
資
産
割
り
の
算
出

基
地
?
と
左
る
固
定
資
産
税
総
額
は
一
億
八
千
七
十
九
万
六
千
円
で
ど
ざ
一
ま

す
。
そ
れ
か
ら
被
保
険
者
総
数
は
二
万
五
千
六
百
七
+
二
人
で
前
任
よ
り
七

十
二
名
の
減
に
念
つ
て
な
仇
り
ま
す
。
被
保
険
者
世
帯
絡
数
は
八
千
六
百
八
十

二
世
帯
で
前
年
よ
り
二
世
帯
増

κ念
つ
て
な
り
ま
す
。

表
の
左
手
の
課
税
配
分
陀
つ

w
て
で
ご
ざ

ω
ま
す
が
、
現
在
館
山
甫
が
採

用
し
て
な
り
ま
す
応
能
六
O

口
応
益
四
O

の
制

D
、
そ
し
て
所
得
刻

b
四
四

係
、
資
産
制
り
一
六
¢
、
被
保
険
者
均
等
割
り
が
二
六
婦
、
世
帯
別
平
等
割

り
一
四
係
で
試
算
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
一
空
す
が
、

A
梯
の
課
税
配
分
の

額
が
算
出
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
円
、
ま
ず
。

所
得
割
h
y
k

つ
刊
で
は
二
億
五
平
百
十
五
万
八
千
円
、
資
産
割
り
に
つ
円

て
は
九
千
百
=
一
十
三
万
円
、
被
保
険
者
均
等
割
り
に
つ

w
て
は
一
億
四
千
八

百
四
+
一
万
一
千
円
、
世
帝
別
平
等
割
り
に
つ
凶
て
は
七
千
九
百
九
十
一
万

四
千
円
で
ご
ざ
仰
を
す
。

と
の
額
A
を
案
分
の
基
準
B
で
除
し
て
、
索
分
率
百
分
の
二
E
+
、
百
分

の
五
+
、
五
千
七
百
六
十
円
、
九
千
二
百
四
+
円
を
算
出
し
た
わ
け
で
ど
ぎ

円
安
す
。

昨
年
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
案
分
率
は
全
休
に
下
が
っ
て
な
り
ま
す
が
、

と
れ
令
一
世
帯
当
た
り
平
均
税
額
で
み
を
す
と
、
昨
年
は
四
万
九
千
六
百
二

十
八
円
、
本
年
は
四
万
九
千
七
百
七
十
九
円
で
、
個
々
に
は
所
得
等
の
伸
び

K
よ
ね
p

違
凹
ま
す
が
、
総
体
的
陀
は
一
一
世
帯
当
た
り
百
五
十
一
円
の
増
、
前

年
対
比
で
は
0

・
三

dw
の
伸
び
と

w
う
ζ
と
で
あ
り
ま
す
。

在
台
、
低
所
得
者
の
軽
減
に
つ
凶
て
は
、
均
等
割
り
、
平
等
ε

割
・
り
の
金
縮
問

κそ
れ
ぞ
れ
政
令
で
一定
め
て
ど
ざ
仰
を
す
十
分
の
六
、
十
分
の
四
に
よ
っ
て

金
額

κを
つ
て
な
る
わ
け
で
ど
ざ
円
玄
ナ
。

そ
れ
で
は
条
例
に
従
が
っ
て

i
l条
例
の
ほ
う
を
御
覧
い
た
だ
き
た
刊
と

思
怖
を
す
。

第
三
条
で
ど
ざ
円
、
ま
す
が
、
百
分
の
二
百
二
十
考
百
分
の
二
百
+
に
改
め

る
、
と
れ
は
所
得
制
り
の
案
分
率
で
昨
年
は
二
百
二
十
を
一
(
〕
¢
下
げ
た
も

の
で
ど
ざ
一
ま
す
。
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第
四
条
中
百
分
の
六
十
を
百
分
の
五
+
に
改
め
る
、
と
れ
は
資
産
割
り
の

案
分
率
で
、
と
れ
も
昨
年
よ
り
一
(
)
¢
下
げ
た
も
の
で
ご
ざ
円
安
す
。

第
五
条
中
六
平
円
を
五
千
七
百
六
十
円

K
改
め
る
、
と
れ
は
被
保
険
者
均

等
割
り
の
案
分
率
の
改
正
で
ご
ざ
円
安
す
。

第
五
条
の
二
中
九
千
六
百
円
を
九
千
二
百
四
十
円
K
改
め
る
、
と
れ
は
世

帯
別
平
等
割
り
額
の
案
分
率
の
改
正
で
ど
ざ
凹
ま
す
。

次
に
十
二
条
の
低
所
得
者
の
減
額
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
一
号
該
当
山
わ
ゆ

る
所
得
総
嬬
二
+
万
以
下
の
関
係
で
ご
ざ

w
ま
す
が
、
均
等
刻

b
k
つ
山
て

は
一
人
陀
つ
円
て
一
一
一
千
三
百
二
十
円
守
一
一
一
千
四
百
六
十
円
に
、
平
等
割
り
に

つ
凶
て
は
一
世
帯
に
つ
き
五
千
三
百
七
十
円
を
五
千
五
百
五
十
円

K
改
め
ま

し
て
、
二
号
該
当
の
関
係
で
ど
ざ
円
ま
す
が
、
と
れ
は
+
五
万
円
の
基
俊
控

除
額
の
関
係
が
入
つ
て
な
る
わ
け
で
ど
ざ

w
ま
す
。
均
等
割
り
陀
つ

w
て
は
一
人

K
つ
w
て
二
千
二
百
十
円
4
7
二
千
二
二
日
十
円

κ、
平
パ
匂
判
別
り
に
つ

ω
て
な
一



世
帯
陀
っ
き
三
千
五
百
八
+
円
を
三
千
七
百
円
に
円
た
し
た
仰
と

w
う
改
正

案
で
ど
ざ
円
ま
す
。

よ
ろ
し
く
な
願
い

w
た
し
ま
す
。

議
案
第
五
+
一
号
館
閉
山
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支

給
に
関
す
る
条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
，
定
K
つ

ν、
て

(
社
会
開
発
課
長
山
口
一
芳
登
壇
)

ハ
リ
社
会
開
発
課
長
〈
山
口
一
君
)
議
案
第
五
十
一
号
非
常
勤
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
K
関
す
る
条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

円
て
で
ご
ざ

w
ま
す
が
、
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
先
ほ
ど
市
長
の
ほ
何
よ
り

提
案
説
明
が
ど
ざ
い
ま
し
た
と
な
り
、
非
常
勤
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
、

公
務
災
害
補
償
、
賞
じ
ゅ
つ
金
の
一
一
一
つ
が
本
年
卯
」
月
一
日
よ
り
千
葉
県
市
町

村
総
合
商
事
務
組
合
に
お
き
空
し
て
共
同
処
理
さ
れ
る
と
と

K
念
り
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
に
関
連
加
え
し
ま
す
三
条
例
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ

w
ま
す
。

よ
ろ
し
く
な
願

w
w
た
し
ま
す
。

。
唱
士
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
以
上
で
各
案
件
の
説
明
は
終
h
y
ま
し
た
。

休

会

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

議
案
調
査
の
た
め
明
六
月
十
四
日
は
休
会
加
た
し
た
悼
と
思
川
引
を
す
。
と

れ
に
御
異
議
ど
ぎ
凶
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
宏
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
明
六
月
十

四
日
は
休
会
す
る
と
と
陀
決
し
ま
し
た
。

hv
諮
り
凶
た
し
ま
す
。

延

会

午
前
+
一
時
三
十
五
分
延
会

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
本
日
の
会
議
は
と
れ
に
て
延
会
円
た
し
た
加
と

思
凹
ま
す
。
と
れ

K
御
異
議
ど
ざ
凹
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
会
ロ
田
勇
治
郎
君
〉
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
日
は
こ

れ
に
て
延
会
す
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
。

次
会
は
六
月
+
五
日
午
前
十
時
開
会
と
凶
た
し
を
す
。
そ
の
議
事
は
通
告

に
よ
る
行
政
一
般
質
問
と
凹
た
し
ま
す
。

。
本
日
の
会
議
に
付
し
た
世
帯
件

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
報
告
第
一
号
乃
至
報
告
第
三
号
、
議
案
第
四
+
一
ご
号
乃
至
議
案
第
五
+
一

号
一
、
休
会
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